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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は，つぎのとおりである．第 1 に，協働のガバナンス

自体の構成概念を明確化し，概念間の相互関係を記述し説明するための分析枠組を構築した．

すなわち，われわれが開発した戦略的協働の理論的枠組である「協働の窓モデル」を部分的に

改訂し，展開期の活動をより詳細に記述・分析可能なように改良が加えられた．第 2 に，協働

のガバナンスの一般的特徴を析出した．第 3 に，構築された分析枠組にもとづき，協働のカバ

ナンスの実態を測定，記述，分析した．その結果，協働ガバナンスに関する統合的な理論モデ

ルを構築するとともに，有効な協働のガバナンスに関する実践的示唆を提供した． 
 

研究成果の概要（英文）： The result of this research is as following. Firstly, the construct of 
the governance mechanism of strategic multi-sector collaboration was clarified and the 
analytic framework for describing and explaining the correlation between concepts was 
built. That is the “window model of collaboration” which is a theoretical framework of the 
strategic collaboration was revised partially, and in activity of the deployment term, in 
detail, improvement was added so that description and analysis became possible. Secondly, 
the general feature of the governance of collaboration was deposited. Thirdly, it was based 
on our analysis framework, and the actual condition of collaboration was measured, 
described and analyzed.  
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１． 研究開始当初の背景 
われわれはこれまでに，戦略的協働の形

成・実現・展開・波及プロセスに関する多

くの研究を蓄積してきた．ここで戦略的協

働とは，「NPO，政府，企業という 3 つの

異なるセクターに属する組織が，単一もし

くは 2 つのセクターの組織だけでは達成

できない，社会的ニーズの効果的な充足お

よび多元的な社会的価値の創造のために，

協調して特定のプロジェクトを形成・実行

するプロセス」と定義される． 
NPO・政府・企業間の戦略的提携が実

現されるプロセスに関して，これまでに，

わが国の先駆的な 7 事例を分析対象とす

る詳細な定性的研究をおこなってきた．こ

の結果，NPO・政府・企業間の戦略的提

携が「なぜ」そして「どのように」形成・

実現・展開されるのかに関する，18 の興

味深い仮説的命題が導出された． 
 

２． 研究の目的 
他方，協働プロジェクトが継続的に実

行され，社会的なニーズの効果的充足およ

び多元的な社会的価値を創造するために

は，協働の参加者である「異なるセクター

に属する複数の組織」間の関係をいかに構

築し，保持し，必要に応じて変革・再構築

するかという協働のカバナンス・メカニズ

ムおよびそのダイナミズムの理論的・実証

的解明が不可欠である．われわれの従来の

研究は，この点に関してほとんど未解明で

あった． 
そこで本研究では，われわれの研究を

さらに発展させ，協働プロジェクトにおけ

る，NPO，政府，企業の役割や活動の監

視・調整メカニズム，すなわち戦略的協働

のガバナンス・メカニズムに関する包括

的・統合的な理論モデルの構築と実践的指

針の提示を試みた．すなわち本研究は，過

去 15 年間に世界各国で急速に展開し始め

た NPO，政府，企業という 3 つの異なる

セクターに属する組織間の戦略的意図に

もとづく協働（以下「戦略的協働」もしく

は｢協働｣と略記）のガバナンスとそのダイ

ナミズムの解明を目的としていた． 
 

３． 研究の方法 
① 改訂・協働の窓モデル 
本研究では，先行諸研究の批判的検討

をつうじて導出された，オリジナルの理論

的枠組である協働の窓モデルをさらに改

訂した。 
改訂・協働の窓モデルでは，分析に際

して事例を前史，協働形成期，協働実現期，

協働展開期の 4 期に分けて取り扱う。とり

わけ協働実現期と協働展開期のカバナン

ス・メカニズムを詳細に記述・分析できる

よう協働の進展にともない，活動の流れの

中を浮遊している活動のうちカバナンス

を他の活動とは明確に区別して新たに追

加した。ガバナンスという変数を諸活動と

は別に規定することにより，協働システム

における協働形成プロセスでのカバナン

ス活動の具体的な把捉および記述が容易

になった。もう 1 つの改訂点は，協働展開

期における協働ガバナンスを詳細に記

述・分析できるような工夫を加えた点であ

る。具体的には，協働アクティビストに加

えて協働マネージャの概念を追加するこ

とで，協働システムにおいて協働プロジェ

クトを維持・継続させる行為を明示的に記

述することが可能になった。 



 
 

４． 研究成果 
本研究では，複数の問い（リサーチ・

クエスチョン）を設定し，それらの問いに

答えるための理論的枠組である改訂・協働

の窓モデルを導出した。そして，この改

訂・協働の窓モデルにもとづいて戦略的協

働におけるカバナンスの実態を解明した。 
具体的には，第 1 に，協働カバナンス

の 3 つの基本類型の存在を改めて確認し

た。それら 3 つとは，①協働の参加者間の

定期的な会合および，非公式かつ日常的な

相互の付き合いをつうじて，活動の監視・

調整が行われる「自己ガバナンス」

（self-governing structure），②主として

協働の中心的立場にある参加者によって，

活動の監視・調整が行われる「リーダー組

織 に よ る ガ バ ナ ン ス 」（ lead 
organization），③協働プロジェクトのガ

バナンスを受け持つ独立の公式組織を設

立し，その組織に活動の監視・調整を委ね

る「協働管理組織によるガバナンス」

（network administrative organization）
であった。 

第 2 に，これら 3 類型が協働プロジェ

クトのいかなるフェーズにおいて多く観

察され，また有効であるかが明らかにされ

た。すなわち，①協働プロセスの前半（協

働形成期から協働実現期の半ばまで）にお

いては，自己カバナンスが多く観察され，

またこのガバナンスの有効性が認められ

る。②協働のプロセスの中間期（協働実現

期の後半まで）においては，自己ガバナン

スからリーダー組織によるカバナンスへ

のシフトが観察される。一部の事例におい

ては，リーダー組織によるカバナンスだけ

ではなく，協働管理組織によるカバナンス

も観察される。そして，後者のカバナンス

② 3 つの事例 
本研究で分析対象となったのは，札幌

市に所在する NPO 法人である北海道グリ

ーンファンド（HGF）を中心とする複数

の戦略的協働プロジェクトであった。具体

的には，①HGF，政府（地方自治体），電

力会社間で実現・展開された「市民風力発

電によるグリーンエネルギーづくり」の協

働，②HGF，札幌市，協力諸企業間で実

現・展開された「カーボンオフセット事業

（地球のための縁むすび みんなでカー

ボンオフセット）」，おなじく③HGF，札

幌市，協力企業間で現在計画中の「札幌市

グリーン電力証書需要創出モデル事業」の

協働である。 
③ 記述と分析 
本研究では，戦略的協働を構成する

各 々 の 事 象 （ events ） は ， 年 代 記

（chronological structures）アプローチに

よって解析された。年代記アプローチは，

事象を年代順に並べることによって，事象

間の相互関係を経時的に記述・分析し，因

果関係を確定する方法である。上述のよう

に，具体的には，協働プロジェクトにおけ

るカバナンスを 4 期に区分し，各期におけ

る参加者の行動，諸活動およびカバナンス

行動間の相互関係を，次の 4 つの手続きに

よって記述・分析している。 
第 1 に，各協働プロジェクトに関して，

分析の出発点となる年表を 4 つの期間ご

とに作成する。第 2 に，各期の年表にもと

づいて，参加者の行動と行動間の相互関係

を年代順に詳細に記述する。第 3 に，協働

の窓モデルにもとづいて，各期および全期

間における参加者の行動と行動間の相互

関係を詳細に分析した。 
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の方が前者よりも有効であることが認め

られる。③協働プロセスの後半（協働実現

期以降，協働展開期の全期間）においては，

自己カバナンスはほとんど観察されず，リ

ーダー組織によるカバナンスおよび協働

管理組織によるカバナンスが観察される。

協働の参加者が相対的に少ない場合には，

リーダー組織によるガバナンスがより有

効な傾向があり，他方，協働の参加者が相

対的に多い場合には，協働管理組織による

カバナンスの有効性が高い傾向にある。 
本研究が，わが国における戦略的協働

のガバナンスに対して，何らかの理論的お

よび実践的指針を与えることができれば

幸いである。 
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